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健康の社会的決定要因に関する大学生の 
ヘルスリテラシーの現状と必要な健康教育

渡 部 か な え

英文要旨
COVID-19 effect on not only physical health but also mental and social life. Under such situation, one in two 
people felt that they became healthier than before the pandemic of COVID-19. It was opposite to university 
students; they became unhealthier. Both married personsʼ and univ. studentsʼ health consciousness in-
creased. However, univ. students were anxious not only for physical health but also for campus life, study and 
future. Because of such anxiety, univ. students might feel becoming unhealthier. Those anxiety would be af-
fected by incredible and inadequate information from the responsible organization like World Health Organi-
zation, and Japanese governmentʼs failure for adequate use of information of infection. Therefore, necessary 
health literacy education for univ. students could be acquiring skills of accessing to, evaluating and using 
health information.
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緒言

　新型コロナ感染症は身体の健康だけでなく，人々の心や社会生活にも大きな影響を及ぼしている。そ
のような状況下の 2020 年 8 月上旬に明治安田生命保険が全国の既婚男女を対象に行った調査で，『新型
コロナウイルスの感染拡大前と比べ，約 2 人に 1 人が「健康になった」と実感』という報告がなさ
れ（1），複数のマスコミで取り上げられ報道された（2）。しかし，上記調査の 3 か月前（政府による緊急事
態宣言の発出中）に筆者が大学生に対して行った調査では，多くが新型コロナ感染症に関連する様々な
不安を感じ，社会生活に困難を感じていた（3）。健康とは肉体的にも精神的にも社会的にも身体だけでな
く心理的にも満たされた状態にあること（WHO）（4）なので，健康になったと感じられる状況にあったと
は考えにくい。8 月の調査では既婚男女は健康になったと感じていたとのことであるが，感染症拡大と
いう健康の大きな社会的決定要因は，大学生にも以前と比べて自分が健康になったと感じさせているの
であろうか，それとも不健康になったと感じさせているのであろうか。本研究は，大学生は新型コロナ
感染症拡大後に自分の健康についてどのように感じているのかを明らかにし，不健康になったと感じて
いる場合は，その理由となる問題への対処に必要なヘルスリテラシーを育成する健康教育について検討
することを目的として行った。

方法

　明治安田生命保険が 2020 年 8 月 6～13 日に全国 20～79 歳の既婚男女を対象としてインターネットで
実施したアンケート調査の中の，「ステイホーム・コロナ禍の影響を受けた健康に対する意識と生活習












